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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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2
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予算要求からの主な変更点 指導主事の学校訪問回数や書籍の必要性を見直し、旅費と需用費を減額

基礎的基本的な内容の定着
度が全国平均よりも高い児童
生徒の割合

「学習したことを実生活の場面
に活用する力」が全国平均より
も高い児童生徒の割合

長野県学力実態調査(高２)に
おける基礎学力定着度(正答
率)

小55.9％
中49.2％

国66.0%
数62.1%
英61.1%

23,588 24,621 24,195

　国庫支出金

 決　　算　　額（B） 25,866

51,219 52,402 51,976合計 7.00

3.00

2.00

2.00

事業番号 15 05 02 事業改善シート （29年度実施事業分）

事　業　名 児童・生徒の学力向上事業費
部局

□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

プロジェクト

教育委員会事務局 課・室 教学指導課

実施期間 H3 E-mail kyogaku@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

３　環境・エネルギー自立地域創造プロジェクト
８　教育再生プロジェクト

現状
(予算編成時)

○全国学力・学習状況調査の結果では、小学校は算数Aが、中学校は国語B、数学Aが全国平均を下
回った。
　 小学校算数A　全国78　長野県77（－１）　中学校国語B　全国67　長野県66（－１）　中学校数学A
全国62　長野県61（－１）
○高校生の中には、学ぶ目的を持てずに、学習意欲を出せない生徒や義務教育段階の基礎学力が不
十分な生徒が存在する。
○「ものづくり県　長野」を支え、けん引する科学技術人材を育成するため、「科学の長野」のイメージ定
着の気運を醸成していく必要がある。

29年度予算額 51,976 千円

職員数 7.00 人

施策の
総合的展開

３－１　低炭素で循環型の地域社会づくり　　１　地球温暖化対策と環境・エネルギー政策の推進

７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実　　１　未来を切り拓く学力の育成

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29要求 29予算案 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 28,663 51,219 52,402 51,976

補正予算
①

Aの
財源

　一般財源 23,372

当初予算 28,663 51,219 52,402 51,976

前年度繰越
No

達成状況成果

29年度

目標値

28年度末
（見込）

成果指標 27年度末

　その他 5,291 27,631 27,781 27,781
③

　県　債

小65.0％
中60.0％

小60.0％
中56.0％

国65.0％
数60.0％
英60.0%

小64.4％
中54.2％

小57.1％
中52.2％

国64.7％
数59.8％
英59.6%

②

小62.6％
中55.5％

57,932 57,932 57,932

109,151 110,334 109,908

No
プロジェクト

No （当初）

職員数

（人）

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

23,498 23,3613-2-7

5,647 6,967 6,541

23,361

28年度 29年度

○小中学校の算数・数学に重点を置き、学力向上を図る。
○高校生の学習意欲を向上させ、自ら学び学習する生徒を育てる。
○「ものづくり県　長野」の恵まれた環境を生かし、中高生に対して科学に対する興味喚起・視野拡大・卓越性を伸長するための取組を継続
して実施することで、世界で活躍する科学技術人材を育成する。

（主な実施内容：学力向上ミィーティングや全県を挙げて学力向上の気運を高めるための学力向上フォーラムの開催、高校生の希望進路の
実現を図るための進学対策講座の実施、など）

 概算事業費（B（A）+C） 83,798

（要求） （予算案）

概　算
人　件

費

 職員数（人） 7.00 7.00 7.00 7.00

成果指標
設定理由

①、②　長野県総合5か年計画目標値
③　第２次教育振興基本計画測定指標

 概算人件費 （Ｃ） 57,932

22,074 22,074 22,074

8-1-2

細事業名

「未来を拓く学力」の向上事業

高等学校学力向上推進事業
費

未来を担う科学技術人材育成
事業

29年度　実施内容（予定）

児童生徒に確かな学力を定着させるため、全国学力・学習状況実
態調査の結果を考察し、基礎的・基本的な知識・技能や活用する
力を身に付けられるよう各学校を支援する。また、次期学習指導
要領の実施に向けての事例収集や改訂に対応する計画の策定を
行う。

学力の全般的向上のため、「学習合宿」、「信州サイエンスキャン
プ」、「信州赤ひげ塾」等、「伸びる力養成講座」を実施する。

高校生を対象とした「科学オリンピック」や中学生を対象とした「科
学の甲子園ジュニア」等の科学大会で、本県中高生が活躍できる
よう講座を開催する。

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善
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